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CDSBについて

気候変動開示基準委員会（CDSB）は、自然資本
と金融資本を同等と見なす主要な企業情報開示
モデルの、グローバルでの推進と標準化に注力
する9つの企業および環境NGOで構成されてい
る、2007年に設立された国際コンソーシアムで
す。CDSBは、環境および気候に関する情報を財
務情報と同じ厳密さで報告するフレームワーク
を企業に提供することにより、その使命を果たし
ます。CDSBの活動はひいては、意思決定に有益
な環境および気候情報を企業の主要な報告書を
通じて投資家に提供し、資本配分の効率化を促進
します。規制当局もコンプライアンスに対応した
資料による恩恵を受けることになります。総じて
CDSBは、経済システム、社会システム、環境シス
テムの持続可能性の向上に貢献することを目指
しています。

SASBについて

サステナビリティ会計基準審議会（SASB）は、持
続可能性による財務的影響に関して、企業と投
資家を結び付けることを目指しています。SASB
は、2011年に設立された独立する基準設定機関
であり、その使命は、投資家にとって重要な持続
可能性に関する要因を世界中の企業が特定、管
理し、報告を手助けすることです。SASBスタン
ダードは、透明性がありかつ公式な文書化プロセ
スの一環として、企業と投資家およびその他の市
場参加者から得た幅広いフィードバックに基づ
いて策定されています。SASBスタンダードは、
77の業界ごとに、最も大きな財務的影響を与え
る可能性が高い持続可能性要因へ焦点を当てる
ことにより、投資家と企業が業界内で企業間の実
績を比較することを可能にしています。
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TCFD実務ガイド 

サステナビリティ会計基準審議会 気候変動開示基準委員会

エグゼクティブサマリー

気候関連財務情報開示タスクフォース（以下TCFD）は、2017
年6月、気候関連情報について、一貫性、比較可能性、明確性、
信頼性を持つ企業開示を行うための最終的な提言を発行しま
した。この提言は、投資家・貸付業者・保険引受人が、情報に
基づき意思決定および資本配分を支えると考えられます。発行
から1年半以上を経た現在、617を超える組織1がTCFDへの支
持を公表していますが、この提言を気候関連の開示に向けて使
用している組織はそれよりはるかに少ないようです。

市場参加者は、こうした実務上のギャップを説明する中で、企
業が原則に基づく提言を実行し、推奨されている11項目を主
要な報告書の中で開示するための実用的なガイダンスが必要
であると指摘しています。サステナビリティ会計基準審議会
（以下SASB）、気候変動開示基準委員会（以下CDSB）という、
確固たる地位を築いている2つの組織と、TCFDと整合する形
で厳格に策定された報告ツールは、実用的なガイダンスを提供
する上で独自の役割を果たしています。

この文書は、気候関連ツールと報告の実務が成熟し続ける中
で、CDSBおよびSASBがTCFDに焦点を当てて今後数カ月か
ら数年の間に策定し、利用可能としていくための一連の実用的
リソースにおける最初の文書です。

本文書は、  “ハウツーガイダンス”を提供することにより、SASB
およびCDSBが有する、市場での検証済みのフレームワーク・
基準・リソースを通じて、企業がTCFDの実務および報告にお
ける堅牢性・一貫性・比較可能性・有用性を向上させる一助
となることを目的としています。

組織は、気候関連リスクおよび機会を管理する高度なアプロー
チを持っているかどうか、あるいは取り組みに着手したばかり
であるかどうかにかかわらず、本ガイダンスを使用し、意思決
定を向上させ、市場のレジリエンス（回復力、強靭性）を高め、
より持続可能な経済成長を促進することができます。

1 2019年3月現在。https://www.fsb-tcfd.org/tcfd-supporters/を参照

本ガイダンスは以下の構造に従っています。

 ³ 概要：TCFD、SASB、CDSBの概要と、企業が気候関連
情報を効果的に開示するための動機

 ³ はじめに：企業が気候関連情報の効果的な開示に向けて
下準備をするのに役立つ主なアクションステップ

 ³ グッドプラクティスの開示：TCFD提言の4つの中核的
要素とそれらの開示（図1参照）について企業に実務的
に理解してもらうための開示例とそれに関連する議論

 ³ 今後の見通し：CDSBフレームワークとSASBスタン
ダードがTCFD実務における明確なソリューションで
あることのサマリーと、将来の重点分野。

図1.TCFD提言の4つの中核的要素
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